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ステークホルダーの要求抽出・ゴールと戦略特定 / 機能分解

背景と課題 手法・ツールの適用による要求分析

スマートエスイーで取得した学術手法を、
つなぎ合わせ適用する構成イメージ図

① 企業とエンドユーザーの要求の抽出
BABOKによりビジネス要求とステークホルダー要求特定
※ 小売や観光などの接客サービスが必要な業界を想定

③ 要求の優先順位付け
機能 / 品質要件に優先順位付けをし、アジャイルに開発を
進めることで、より洗練されたシステム開発が可能

出典：「スマートエスイー K7 アーキテクチャ・
品質エンジニアリング講義」

スマートエスイーで取得した複数の学術手法を
サービスを開発する企業や利用するエンドユーザーの視点
からつなぎ合わせ適用することにより、組織のゴールやビ
ジネスニーズ達成への戦略、導入の利点などを特定するこ
とが可能。

① 企業の要求抽出 ：BABOK
② 要求の整合性 ：GQM+Strategies
③ 要求優先順位付け：ADD

背景：2012年に政府がロボットの市場規模を拡大させる
べく、「ロボット新戦略」を策定し、2035年までに
9.7兆円へと成長させることを目標としている。

課題：サービス用ロボットを、現場で活用する上での課題
として、どのように利用すればエンドユーザーの
要求満たせるのか、また導入による費用対効果が
見込めるのかが不明といった声があがっている。

新規開発をするうえで、ステークホルダー全員のニーズを抽出
するとともにシステムを導入するうえで、彼らがシステムと関
わることによる影響と関係性を理解・整理する必要がある。

② 要求の整合性・影響を整理
・GQM + Strategiesにより要求の整合性を確認
・ゴールと戦略特定 / 戦略達成に必要な機能の分解
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